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緒   言 

ここ数年間に, 食の安全を脅かす事件が相次いでおきて
いる. 平成 14 年には中国産冷凍ほうれんそうから食品衛

生法の残留基準値を超えて有機リン系農薬のクロルピリホ

スが検出されたため, 厚生労働省により輸入禁止措置がと

られた. また, 国内においても日本なしなどの果実に無登
録農薬が使用されたことなどから，消費者の残留農薬に対

する関心は一層高まっている． 
 平成 15 年 4 月現在，食品衛生法により残留基準値が設
定されている農薬は 229種類である. しかし，厚生労働省

は平成 15年 5月 30日，食品衛生法の一部改正を行い 3年
後の 18 年度までに国際的なデータなどを踏まえて，さら

に約 200種の農薬について，暫定的な残留基準値を早急に
設定することを決めた．また，基準未設定の農薬が残留す

る食品の流通を原則禁止する措置（ポジティブリスト制）

の導入を決定した． 

多摩地域産農産物は, 新鮮で安くおいしいため都民の人
気が高く, そのほとんどが都民により消費されている. ま

た, 学校給食の食材に好んで用いられる場合も多い．しか
し, これらについて農薬の残留実態のデータはほとんどな

い. そこで, 著者らは, 平成 10年度から多摩地域で生産さ
れた農産物中の残留農薬の実態調査を行っている 1),2) ．今

回は平成13年度および14年度の多摩地域産農産物の調査
結果と, 多摩地域で流通している他府県産農産物の調査結
果を併せて報告する． 

 
調 査 方 法 

１．試料 

 平成 13年4月から15年3月までに当所に搬入された多

摩地域産 34種 113試料および他府県産 14種 46試料, 計

38種 159 試料について調査した(表 1)． 
２．調査対象農薬 

 表２に示した 102成分を調査対象とした． 
３．装置 

1)キャピラリーガスクロマトグラフ：Hewlett packard社
製 HP5890 Series Ⅱ（検出器：ECD, FPD）, 島津製作

所製 GC-17A（検出器：FTD） 
2)高速液体クロマトグラフ（HPLC）：島津製作所製 LC-10 
3)ガスクロマトグラフ /質量分析計（GC/MS）：Finnigan 

Mat社製 Tracker 

４．分析方法 

 前報 3～5)と同様，細切試料50 gをアセトニトリル100 mL
で抽出した後，Sep-Pak C18(1g)および ENVI-Carb/LC-NH2

により精製した．溶出液を減圧濃縮し，窒素気流で乾固し，

残留物をアセトン/n-ヘキサン（1：1）1 mLに溶解したも

のを定性用試験溶液とし GC/MSで測定した．N-メチルカ
ルバメート系については，試験溶液の一部をアセトニトリ

ルに転溶し，HPLCで測定した． 
GC/MS のマススペクトルにより農薬成分が確認された

試料および HPLC によりピークが検出された試料の定量
については，新たに試料を採取して定量試験を行った．ミ

ニカラムによる精製後の残留物を, 検出された農薬成分に
応じて n-ヘキサン，アセトン/n-へキサン（1：1），アセト
ニトリルのいずれか 1 mLに溶解し，それぞれ試験溶液と

した後, GC/ECD，GC/FPD, GC/FTDあるいは HPLCを
用いて測定した． 
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表１．調査試料 

試料名 多摩地域産 他府県産 

いんげん 1  

うど 2  

うめ 2  

かぶ(根） 1  

かぶ(葉） 1  

かぼちゃ 3 6 

キャベツ 9 10 

きゅうり 14 4 

くり 1  

こまつな 5 2 

かんしょ 1 1 

さといも 3  

サニーレタス 1  

さんとうさい 1  

ししとう 1  

だいこん(根） 4 3 

だいこん(葉） 4  

チンゲンサイ 1  

とうもろこし 1  

トマト 7 3 

なす 9 1 

にがうり 1  

にら  1 

にんじん 6 1 

ねぎ  2 

のざわな 1  

はくさい 5 9 

はやとうり 3  

ばれいしょ 6  

ピーマン 2  

ふだんそう 1  

ブロッコリー 3  

ほうれんそう 7  

まいたけ  1 

未成熟いんげん 1  

ミニトマト 1  

モロッコいんげん 1  

モロヘイヤ 2  

やつがしら 1  

レタス  2 

  34 種 113 試料 14 種 46 試料 

 

 

結果および考察 

１．残留農薬調査結果 

 調査結果を農産物別および残留農薬別にまとめ，表 3お

よび表 4に示した． 
 通常の残留農薬調査の場合, 当所では検出限界をほとん

どの農薬について0.01 ppm(ドリン剤は0.005 ppm)として
いる．しかし， 調査対象とした農薬の中には, 内分泌かく

乱作用があると疑われているものも多数あるため, 本調査
では GC/MS で確認可能な農薬については 0.001 ppm まで

測定し, 0.01 ppm未満を Trとして表した.  
多摩地域産 113 試料のうち,延べ 39 試料から Tr を含め

て延べ 55 農薬成分が検出された．また， 他府県産 46 試
料のうち，延べ22試料から延べ35農薬成分が検出された． 

 

表２．調査対象農薬 

調査対象農薬(102 成分) 

有機塩素系 

(38 成分) 

α-BHC，β-BHC，γ-BHC，δ-BHC，

2,4'-DDT，2,4'-DDE，2,4'-DDD，

4,4'-DDT，4,4'-DDE，4,4'-DDD， 

ﾃﾞｨﾙﾄﾞﾘﾝ，ｴﾝﾄﾞﾘﾝ，ｴﾝﾄﾞﾘﾝｹﾄﾝ，ｶﾌﾟ

ﾀﾎｰﾙ，ｸﾛﾙﾍﾞﾝｼﾞﾚｰﾄ，ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾙ，ﾍﾌﾟ

ﾀｸﾛﾙｴﾎﾟｷｻｲﾄﾞ，ｷｬﾌﾟﾀﾝ， 

ｼﾞｺﾎｰﾙ(ｹﾙｾﾝ)，ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ，ｲﾌﾟﾛｼﾞｵ

ﾝ代謝物，ｱﾙﾄﾞﾘﾝ，ｱﾗｸﾛｰﾙ，ﾆﾄﾛﾌｪﾝ，

HCB（ﾍｷｻｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ）， 

TPN（ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ），ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ，ﾋﾞﾝｸﾛ

ｿﾞﾘﾝ，PCNB（ｷﾝﾄｾﾞﾝ），ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝ

Ⅰ，ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝⅡ， 

ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝｻﾙﾌｪｰﾄ，CNP（ｸﾛﾙﾆﾄﾛﾌｪﾝ），

ｼｽｸﾛﾙﾃﾞﾝ，ﾄﾗﾝｽｸﾛﾙﾃﾞﾝ，ｼｽﾉﾅｸﾛﾙ，

ﾄﾗﾝｽﾉﾅｸﾛﾙ，ﾒﾄｷｼｸﾛﾙ 

ﾋﾟﾚｽﾛｲﾄﾞ系 

(4 成分) 

cis-ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ，trans-ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ，ｼﾍﾟﾙﾒ
ﾄﾘﾝ，ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ 

有機ﾘﾝ系 

(34 成分) 

ﾊﾟﾗﾁｵﾝ，ﾊﾟﾗﾁｵﾝﾒﾁﾙ，ｶｽﾞｻﾎｽ，EPN，

MEP（ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ），MPP（ﾌｪﾝﾁｵﾝ），

ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ，α-CVP，β-CVP， 

DDVP（ｼﾞｸﾛﾙﾎﾞｽ），ﾏﾗﾁｵﾝ，ﾌﾟﾛﾁｵﾎ

ｽ，ﾁｵﾒﾄﾝ，ﾋﾟﾘﾐﾎｽﾒﾁﾙ，EDDP（ｴﾃﾞｨ

ﾌｪﾝﾎｽ），ﾄﾙｸﾛﾎｽﾒﾁﾙ， 

ｲｿﾌｪﾝﾎｽ，ｼﾞﾒﾄｴｰﾄ，ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ，PAP

（ﾌｪﾝﾄｴｰﾄ），ﾎｻﾛﾝ，ﾌﾞﾀﾐｵｽ，ﾃﾙﾌﾞ

ﾎｽ，DMTP（ﾒﾁﾀﾞﾁｵﾝ），ｴﾁｵﾝ， 

CYAP（ｼｱﾉﾎｽ），ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽﾒﾁﾙ，ｴﾁﾙ

ﾁｵﾒﾄﾝ，ｼﾞｸﾛﾌｪﾝﾁｵﾝ，ｻﾘﾁｵﾝ，CYP（ｼ

ｱﾉﾌｪﾝﾎｽ），ﾎｽﾒｯﾄ,ﾒﾀﾐﾄﾞﾎｽ*， 

ｱｾﾌｪｰﾄ* 

含窒素系 

(11 成分) 

ﾒﾌﾟﾛﾆﾙ，ｼﾞｸﾛﾌﾙｱﾆﾄﾞ，ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ，

ﾒﾌｪﾅｾｯﾄ，ﾌﾙﾄﾗﾆﾙ，ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ，ﾌｪ

ﾅﾘﾓﾙ，ｴｽﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ，ｵｷｻｼﾞｱｿﾞﾝ， 

ｱﾄﾗｼﾞﾝ､ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ 

ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ，CIPC（ｸﾛﾙﾌﾟﾛﾌｧﾑ），ｼﾞ

ｴﾄﾌｪﾝｶｰﾌﾞ 

カルバメート系 

(15 成分) 

NAC（ｶﾙﾊﾞﾘﾙ），MIPC（ｲｿﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ），

BPMC(ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ），ﾋﾟﾘﾐｶｰﾌﾞ，ｴﾁｵ

ﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ，ﾍﾞﾝﾀﾞｲｵｶｰﾌﾞ， 

ﾒﾁｵｶﾙﾌﾞ，ｶﾙﾎﾞﾌﾗﾝ，ｱﾙｼﾞｶﾙﾌﾞ ,ﾒｿﾐﾙ，

ﾁｵｼﾞｶﾙﾌﾞ,ｵｷｻﾐﾙ 

 
*：14 年度のみ測定 

 

 

1)有機塩素系農薬 

 多摩地域産では, 113試料中 10試料から6成分の塩素系

農薬が検出された(検出率 8.8 %)．一方，他府県産では, 46
試料中12試料から6成分が検出され(検出率26.1 %), 検出
率に大きな差がみられた. 

平成 13 年度に多摩地域産きゅうりからディルドリンが
0.06 ppm（残留基準値：0.02 ppm）検出された．ディル

ドリンの ADI(一日許容摂取量)は，0.001 mg/kg/day6)であ

り，日本人のきゅうりの一日平均摂取量 11.2 g/人/日 7)を考

慮した場合，これらを摂取しても健康上，直ちに問題にな

る可能性は極めて低い． 
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表３．多摩地域産および他府県産農産物中の残留農薬調査結果(農産物別) 

検出試料数 産

地 
試料 総試料数 

0.01ppm 以上 Tr 
検出農薬(ppm) 

きゅうり 
 

14 
 

4 
 

2 
 
ﾃﾞｨﾙﾄﾞﾘﾝ(0.06)，ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝｻﾙﾌｪｰﾄ(0.04），TPN（0.13*, 0.01,Tr) 
ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾙｴﾎﾟｷｻｲﾄﾞ(Tr**, Tr*），ｴﾝﾄﾞﾘﾝ（Tr**)，ｴﾝﾄﾞﾘﾝｹﾄﾝ（Tr**） 

ほうれんそう 
 

7 
 

4 
 

2 
 
ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ(0.05), ﾒｿﾐﾙ(0.02) , ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ(0.20), ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ(0.03*)， 
ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ（Tr)，ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾙｴﾎﾟｷｻｲﾄﾞ（Tr)，4,4'-DDE（Tr*)  

だいこん（葉） 
 

4 
 

3 
 

 
ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ(0.23**) , ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ(1.51, 0.08**), ｶﾙﾎﾞﾌﾗﾝ(0.02**)，
TPN(0.12*),ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾙｴﾎﾟｷｻｲﾄﾞ（Tr*, Tr**) 

だいこん（根） 4 1  ｶﾙﾎﾞﾌﾗﾝ(0.03*)，ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ（Tr*)，ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾙｴﾎﾟｷｻｲﾄﾞ（Tr*) 

なす 
 

9 
 

4 
 

 
 

TPN(0.05*), ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ(0.03*, 0.02), ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ(0.10**)， 
DDVP(0.07***), EPN(0.08***),ﾒｿﾐﾙ(0.05**) 

トマト 7 1 1 MEP(0.02)，TPN(Tr) 

キャベツ 
 

9 
 

1 
 

 ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝⅠ(0.01*), ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝⅡ(0.02*), ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝｻﾙﾌｪｰﾄ(Tr*) 

うめ 2 1  ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ(0.01) 
チンゲンサイ 1 1  ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ(0.06) 
モロッコ 
いんげん 

1 
 

1 
 

 
ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ(0.16) 
 

にんじん 6  2 HCB（Tr*, Tr)，ﾄﾗﾝｽｸﾛﾙﾃﾞﾝ（Tr*） 
ふだんそう 1  1 TPN（Tr) 
こまつな 5 1 1 ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ(0.03), ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ（Tr) 

未成熟 
いんげん 

1 
 

1 
 

 
TPN（0.02） 
 

はくさい 5 1  EPN（0.02） 
かぶ（葉） 1  1 ｴﾝﾄﾞﾘﾝｹﾄﾝ（Tr) 
モロヘイヤ 2  1 ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ（Tr） 
ばれいしょ 6  1 ﾃﾞｨﾙﾄﾞﾘﾝ（Tr） 
ブロッコリー 3  1 ｼｽﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ（Tr） 
かぼちゃ 3  1 ﾄﾗﾝｽﾉﾅｸﾛﾙ（Tｒ） 
サニーレタス 1 1  ﾒｿﾐﾙ（0.93） 
その他 21    

多 
 
 
 
 

摩 
 
 
 
 

地 
 
 
 
 

域 

小計 113 25 14 検出率：0.01ppm以上（22.1％）  Trを含む（34.5％） 

キャベツ 
 

10 
 

5 
 

 
 
ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ（0.03, 0.02**）, ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝｻﾙﾌｪｰﾄ（0.01**） 
ｱｾﾌｪｰﾄ（ 0.48，0.08），ﾄﾙｸﾛﾎｽﾒﾁﾙ（ 0.01*），ﾒｿﾐﾙ（ 0.26**，0.19*） 

はくさい 
 
 

9 
 
 

5 
 
 

2 
 
 

ﾎｻﾛﾝ（0.05），TPN（0.09，0.02），ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ（ 0.57*, 0.05**）， 
ｷｬﾌﾟﾀﾝ（0.43**），ｼﾞｴﾄﾌｪﾝｶｰﾌﾞ（Tr）ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ（0.41*）, PAP
（Tr*），ﾄﾙｸﾛﾎｽﾒﾁﾙ（Tr*），ﾒｿﾐﾙ（Tr） 

かぼちゃ 
 

6 
 

2 
 

 
 

TPN（0.06），ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ（0.09）ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾙｴﾎﾟｷｻｲﾄﾞ（0.03*），ﾄﾗ
ﾝｽｸﾛﾙﾃﾞﾝ（Tr*），ｼｽｸﾛﾙﾃﾞﾝ（Tr*） 

きゅうり 4 1 1 ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝｻﾙﾌｪｰﾄ（0.03*），TPN（Tｒ)，ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ（Tr*） 
なす 1 1   ﾒｿﾐﾙ（0.01） 
ねぎ 2  1 ｶﾙﾎﾞﾌﾗﾝ（Tr） 
だいこん(根) 3   1 ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾙｴﾎﾟｷｻｲﾄﾞ（Tr） 
にら 1 1  EPN（0.15*），ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ（Tr*） 
トマト 3 1   ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ（0.06*），ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ（0.05*） 
レタス 2 1   ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ（0.05） 
その他 5       

他 
 

府 
 

県 

小計 46 17 5 検出率：0.01ppm以上(37.0％）  Trを含む（47.8％） 
総計 159 42 19 検出率：0.01ppm以上(26.4％）  Trを含む（38.4％） 

                       検出限界：0.01ppm   Tr：0.01ppm   *,**,***：複数残留 
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表４．多摩地域産および他府県産農産物中の残留農薬調査結果(残留農薬別) 
  検出試料数 産地 

検出農薬 
(検出率,%)   0.01ppm 以上 Tr 

検出農産物 
(検出濃度：ppm) 

 ﾃﾞｨﾙﾄﾞﾘﾝ 1 1 *きゅうり(0.06),ばれいしょ(Tr) 
 ｴﾝﾄﾞﾘﾝ   1 きゅうり(Tr) 

 ｴﾝﾄﾞﾘﾝｹﾄﾝ  2 きゅうり(Tr),かぶの葉(Tr) 

 p,p'-DDE   1 ほうれんそう(Tr) 
 HCB  2 にんじん(Tr,Tr) 

 ﾄﾗﾝｽ-ﾉﾅｸﾛﾙ   1 かぼちゃ(Tr) 

有機塩素系 ﾄﾗﾝｽ-ｸﾛﾙﾃﾞﾝ  1 にんじん(Tr) 
(8.8) ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾙｴﾎﾟｷｻｲﾄﾞ   6 きゅうり(Tr,Tr),ほうれんそう(Tr),だいこんの葉(Tr,Tr), 

      だいこんの根(Tr) 

 ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝⅠ 1  ｷｬﾍﾞﾂ(0.01) 
 ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝⅡ 1  ｷｬﾍﾞﾂ(0.02) 

 ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝｻﾙﾌｪｰﾄ 1 1 きゅうり(0.04),ｷｬﾍﾞﾂ(Tr) 

 TPN 5 3 きゅうり(0.13,0.01,Tr),なす(0.05),だいこんの葉(0.12) 
      未成熟いんげん(0.02),ﾄﾏﾄ(Tr),ふだんそう(Tr) 

 ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ 1  なす(0.10) 

  ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 4 1 ほうれんそう(0.20),なす(0.03,0.02),ﾓﾛｯｺｲﾝｹﾞﾝ(0.16),ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ(Tr) 
ﾋﾟﾚｽﾛｲﾄﾞ系 ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 2 1 だいこんの葉(0.23),ほうれんそう(0.05),だいこんの根(Tr) 

(10.6) ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ 6  だいこんの葉(1.51,0.08),ほうれんそう(0.03),こまつな(0.03), 

       ﾁﾝｹﾞﾝｻｲ(0.06),うめ(0.01) 
 EPN 2  なす(0.08),はくさい(0.02) 

有機りん系 DDVP 1  なす(0.07) 

(3.5) MEP 1  ﾄﾏﾄ(0.02) 
含窒素系 ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ   3 ほうれんそう(Tr),こまつな(Tr),ﾓﾛﾍｲﾔ(Tr) 

ｶﾙﾊﾞﾒｰﾄ系 ﾒｿﾐﾙ 3  **ｻﾆｰﾚﾀｽ(0.93) ,なす(0.05),ほうれんそう(0.02) 

(4.4) ｶﾙﾎﾞﾌﾗﾝ 2  だいこんの根(0.03),だいこんの葉(0.02) 

多
摩
地
域 

小 計 22 種 31 24 Tr ～ 1.51 

 ﾍﾌﾟﾀｸﾛﾙｴﾎﾟｷｻｲﾄﾞ 1 1 かぼちゃ(0.03),だいこんの根(Tr) 
 ﾄﾗﾝｽ-ｸﾛﾙﾃﾞﾝ   1 かぼちゃ(Tr) 

 ｼｽｸﾛﾙﾃﾞﾝ  1 かぼちゃ(Tr) 

 ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝｻﾙﾌｪｰﾄ 2  きゅうり(0.03),ｷｬﾍﾞﾂ(0.01) 
有機塩素系 ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ 1  ﾄﾏﾄ(0.05) 

(26.1) ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ 4  かぼちゃ(0.09),ﾄﾏﾄ(0.06),ｷｬﾍﾞﾂ(0.03,0.02) 

 ｷｬﾌﾟﾀﾝ 1  はくさい(0.43), 
  TPN 3 1 はくさい(0.09,0.02),かぼちゃ(0.06),きゅうり(Tr) 

ﾋﾟﾚｽﾛｲﾄﾞ系 ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 1  はくさい(0.41), 

(8.7) ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰﾄ 3  はくさい(0.57,0.05),ﾚﾀｽ(0.05) 
 EPN 1  にら(0.15) 

 ｱｾﾌｪｰﾄ 2  ｷｬﾍﾞﾂ(0.48,0.08) 

有機りん系 ﾄﾙｸﾛﾎｽﾒﾁﾙ 1 1 ｷｬﾍﾞﾂ(0.01),はくさい(Tr) 
(10.9) PAP   1 はくさい(Tr) 

 ﾎｻﾛﾝ 1  はくさい(0.05) 

含窒素系 ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ   1 にら(Tr) 
 ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ   1 きゅうり(Tr) 

ｶﾙﾊﾞﾒｰﾄ系 ﾒｿﾐﾙ 3 1 ｷｬﾍﾞﾂ(0.26,0.19),なす(0.01),はくさい(Tr) 

(6.5) ｼﾞｴﾄﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ   1 はくさい(Tr) 
 ｶﾙﾎﾞﾌﾗﾝ   1 ねぎ(Tr) 

他
府
県 

小 計 20 種 24 11 Tr ～ 0.57 

 総 計 31 種延べ 42 種 55 35 Tr ～ 1.51 

  試料総数：多摩地域産(34 種 113 試料) 検出限界：0.01ppm  Tr：0.01ppm 未満       *：残留基準超過 

  他府県産(14 種 46 試料)   ： 内分泌かく乱作用の疑われる農薬  **：登録保留基準超過 
  検出率：0.01ppm 以上検出されたものについて示した 
 
 なお，調査結果は，健康局より産業労働局に情報提供さ

れ，これに基づいてきゅうりおよび土壌の調査が行われた．

その結果，きゅうり中のディルドリンは，土壌由来である

ことが判明し，作付け指導などの対策がとられた．この詳

細は別に報告した 8)． 

 検出濃度が最も高かった農薬は，多摩地域産の場合はき

ゅうりから検出された TPN(0.13 ppm)であったが，残留基
準値(5 ppm)は超えていなかった．他府県産では，はくさ

いから検出されたキャプタン(0.43 ppm)であった．はくさ
いについては,登録保留基準値は野菜として 5 ppm と決め
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られているが，残留基準値は設定されていない． 

検出頻度が最も高かった農薬は，多摩地域産では TPN
で，きゅうり，なす, だいこんの葉など 4種 5試料から 0.01 

～0.13 ppm 検出された．他府県産では, プロシミドンで, 
かぼちゃ, トマト, キャベツの3種4試料から0.02 ～0.09 

ppm 検出された．次に高かったのは， TPN で， はくさ
い, かぼちゃの 2種 3試料から 0.02 ～0.09 ppm 検出され

た． 
2)ピレスロイド系農薬 

 ピレスロイド系農薬は対象農薬が 3農薬と少ないが多摩
地域産では検出率10.6 %であり, 検出率の最も高い農薬で
あった. 他府県産では, ピレスロイド系農薬は有機塩素系, 

有機リン系に次いで検出率 8.7 %であった. 
なかでもフェンバレレートの検出率が高く , 多摩地域産

では，だいこんの葉やチンゲンサイなど 5 種 6 試料から
0.01 ～1.51 ppm, 他府県産では, はくさいおよびレタス

の 2種 3試料から 0.05 ～0.57 ppm検出され，葉物に多用
される傾向があった． 

また, 多摩地域産からは, シペルメトリンやペルメトリ
ンも検出されており，これらを合計すると 12 試料からピ

レスロイド系農薬が検出されたことになる．このように検

出率が高いことから, 今後, ピレスロイド系農薬について

は, 検査対象農薬の項目数を優先的に増加していく必要が
あると考える.  

3)有機リン系農薬 

 多摩地域産からは, EPNがなすおよびはくさいからそれ
ぞれ0.08, 0.02 ppm, DDVPがなすから0.07 ppm, MEPが

トマトから 0.02 ppm 検出された. なすの EPN と DDVP
は同一試料から検出する複数残留であった. 

他府県産では, 有機リン系農薬は検出率が有機塩素系に
次いで高く 10.9 %であった. アセフェートは 14年度から

調査対象に加えた農薬で, キャベツ 2 試料から 0.48 ppm 
ppmおよび 0.08 ppm検出されたが, 残留基準内であった

（キャベツの残留基準値：5 ppm）. その他にトルクロホ
スメチルがキャベツから 0.01 ppm, ホサロンがはくさい

から0.05 ppm, EPNがにらから0.15 ppm検出されたがい
ずれも残留基準内であった.  

4)カルバメート系農薬 

 多摩地域産から検出されたカルバメート系農薬はメソミ

ルとカルボフランの 2種であった.  
メソミルは, 14年度に多摩地域産サニーレタスから登録
保留基準値(0.5 ppm)を超えて 0.93 ppm検出された．メソ

ミルの ADIは，0.028 mg/kg/day6)であり，日本人の一日

平均摂取量(その他の野菜:39.4 g/人/日)7)から考えた場合，

これを摂取しても健康被害が直ちに出る可能性は非常に低

いと考える． 

メソミルを検出したサニーレタスについては , 産業労働
局の調査により，隣接する畑の作物に散布した農薬による

汚染であることが確認され, 生産者への適切な農薬の使用
が指導された. 

そのほか，メソミルは，なす，ほうれんそう各 1試料か

らそれぞれ 0.05，0.02 ppm検出された． 
カルボフランは同一試料のだいこんの根および葉からそ

れぞれ 0.03, 0.02 ppm検出された． 
他府県産においても, メソミルはキャベツやなすから

0.01～0.26 ppm の濃度範囲で高頻度に検出され, 葉物や
ナスに多用されていることがわかった． 

メソミルは多摩地域産, 他府県産のいずれの場合におい
ても検出頻度が高いが，残留基準値は設定されていない(登

録保留基準値，野菜：0.5ppm). 従って, メソミルについて
は残留基準値を早急に設定する必要があると考える. 
5)含窒素系農薬 

 含窒素系農薬は 11 農薬を調査対象としたが，多摩地域
産, 他府県産いずれも検出限界値(0.01 ppm)以上を検出し

たものはなかった． 
２．多摩地域産と他府県産との農薬検出率の比較 

全試料を多摩地域産と他府県産に分類し，0.01 ppm 以
上を検出した場合と, Tr 以上を検出した場合に分けて, 農

薬の検出率を比較した結果を図 1に示した. 
いずれの場合も多摩地域産の方が他府県産より 10 ポイ

ント以上低いことが分かった. この傾向は , 平成 10～12
年度の調査結果 1),2)と同様であった.  

また，農薬のうち，内分泌かく乱作用の疑われている成分に

ついて，Tr以上を検出した場合の検出率を比較したところ, 多

摩地域産と他府県産にはほとんど差が見られなかった． 
以上の結果から, 多摩地域産農産物の安全性を確保する
ために, 今後とも調査項目の増加を図りながら, 残留農薬

の調査データを蓄積し解析して関係行政部門に情報提供し

ていくことが必要と考える. 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

図１．多摩地域産と他府県産農産物の 
残留農薬検出率の比較 

 
ま と め 

１. 平成13年度および14年度に当所に搬入された多摩地
域産 113 試料および他府県産 46 試料, 計 159 試料の

農産物について，有機塩素系,有機リン系など 102種の
農薬成分について残留実態調査を行った． 
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２. 多摩地域産では，13年度にはきゅうり 1試料からディ

ルドリンが残留基準値（0.02 ppm）を超え，0.06 ppm
検出された．また，14年度にはサニーレタス 1試料か

らメソミルが登録保留基準値（0.5 ppm）を超え，0.93 
ppm検出された． 

他府県産は，残留基準値等を超えるものはなかった． 
３. 多摩地域産で最も検出率の高かった農薬は , ピレスロ

イド系, 次いで有機塩素系であったが, 他府県産では, 
有機塩素系, 次いで有機リン系であり , 検出される農

薬の傾向に差が見られた. 
４. 多摩地域産，他府県産を合わせると, 有機塩素系農薬
の検出率が最も高く，2年間で 22試料から検出された．

次いで多かったのはピレスロイド系農薬で，15試料か
ら検出された． 

５．農薬検出率を多摩地域産と他府県産で比較すると，多

摩地域産の検出率が低かった．しかし，内分泌かく乱

作用の疑われている成分については, 多摩地域産は他
府県産と，ほとんど差が見られなかった. 

 
 なお，本調査は，当所広域監視課食品機動監視班（旧食

品指導センター多摩支所食品機動監視班）および食品医薬

品安全部食品監視課と連携して実施したものである.  
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